
平成 30 年 11 月 9 日 

名古屋教育医療記者会 各位 

名古屋市立大学大学院医学研究科 

分子毒性学 

担当：教授 酒々井 眞澄  

電話：052-853-8991 

（名古屋市政記者クラブと同時発表） 

第 3回 名古屋市立大学-ハルリム大学 

国際合同シンポジウムを開催します 

 

 名古屋市立大学は、11月 29日に韓国のハルリム大学（Hallym University）と国際合

同シンポジウムを開催いたします。ハルリム大学は国際交流協定大学であり、平成 19

（2007）年に始まった両校の学術交流は現在までに、交換留学制度、短期臨床研修、基礎

医学研修など着実に進展しています。平成 28（2016）年には本学にて第 1回シンポジウ

ム、平成 29（2017）年にはハルリム大学にて第 2 回シンポジウムを開催し多くの関係者

のご参加をいただきました。第 3回を迎える今回は、名古屋市立大学からは、これまでに

医学に関する顕著な業績や影響力の高い論文を著した 8名の研究者が、ハルリム大学から

は 7名の研究者がそれぞれの研究成果を発表いたします。また、本シンポジウムは次世代

を担う若手研究者の交流の場でもあります。 

つきましては、本シンポジウムを広く知っていただくためにご案内するとともに、あわ

せて是非ご取材いただきますようお願いいたします。 

記 

１ 日  時 平成 30 年 11 月 29 日(木) 9 時 30 分～16 時 00分 
 

２ 場   所 名古屋市立大学病院病棟・中央診療棟 3 階 大ホール 
  

３ 対 象 者 医学・医療に関する研究に携わっている研究者の方 
 

４ 内  容 名古屋市立大学およびハルリム大学の医療系若手研究者 15名 

による研究成果の発表（英語での発表と質疑応答） 

           ＜本学からの発表者＞ 

           澤田 雅人  （医学研究科 再生医学 講師） 

           飯尾 悦子  （医学研究科 消化器・代謝内科学 病院助教） 

           田上 辰秋  （薬学研究科 薬物送達学 講師） 

           杉浦 和子  （看護学研究科 性生殖看護学・助産学 講師） 

           鈴木 善幸  （システム自然科学研究科 生命情報系 教授） 

           岩田 欧介  （医学研究科 新生児・小児医学 准教授） 

           小田嶋 裕輝（看護学部 がん看護・慢性看護学 講師） 

           平野 佳男  （医学研究科 視覚科学 講師） 

５ 参 加 費 無料（事前申し込み不要、当日は直接会場にお越し下さい。） 
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